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CO2 & エネルギー

						国内総量 コクナイ ソウリョウ		1,210,000

						CO2排出量
（千t/年） ハイシュツ リョウ セン ネン		エネルギー消費
（107MJ/年） ショウヒ ネン		備考 ビコウ

				一般セメント製造起源 イッパン セイゾウ キゲン		42,500		20,204		全国のCO2総排出量に対し4%，エネルギー消費総量に対し1%を占める ゼンコク ソウ ハイシュツ リョウ タイ ショウヒ ソウリョウ タイ シ				 

				本技術により削減可能な量 ホン ギジュツ サクゲン カノウ リョウ		848		230		・全国のCO2総排出量12億tの0.7%の削減に相当
・セメント製造起源のエネルギー消費の1%削減 ゼンコク ソウ ハイシュツ リョウ オク サクゲン ソウトウ セイゾウ キゲン ショウヒ サクゲン

														CO2排出原単位（kg/t-結合材） ハイシュツ ゲンタンイ ケツゴウ ザイ		エネルギー消費原単位
（MJ/t-結合材） ショウヒ ゲンタンイ ケツゴウ ザイ

												一般セメント イッパン		725		3,470				17,350

												SRセメント		100		2,548

												高炉スラグ微粉末 コウロ ビ フンマツ		40		1,011

												フライアッシュ		6		144

						CO2排出量（千t/年） ハイシュツ リョウ セン ネン		エネルギー消費（107MJ/年） ショウヒ ネン				*本技術による原単位の削減率(%) ホン ギジュツ ゲンタンイ サクゲン リツ		90		49

				一般セメント製造起源 イッパン セイゾウ キゲン		42,500		20,204				*SRセメント：高炉スラグ：フライアッシュ =  60 : 20 : 20を仮定

				本技術により削減可能な量 ホン ギジュツ サクゲン カノウ リョウ		848		230												生産量・使用量
（千t/年） セイサン リョウ シヨウリョウ セン ネン

																		一般セメント生産量 イッパン セイサン リョウ		58,400

																		コンクリート製品用途のセメント使用量 セイヒン ヨウト シヨウリョウ		6,500

																		*本技術で代替できる結合材のセメント換算量 ホン ギジュツ ダイタイ ケツゴウ ザイ カンサン リョウ		1,300

								69										*SRセメント780千t，高炉スラグ260千t，フライアッシュ260千tを仮定 セン コウロ セン セン カテイ

								1,760

														1,333

										スラパウダー生産量：1939ｔ/年

										乾燥機燃料使用量：117786L/年

										脱水・乾燥設備電力量：34873ｋｗｈ/年

										燃料L→MJ換算：×39.1（A重油）より

										117786×39.1＝4605432.6MJ		4,605,433

										電力kwh→MJ換算：×3.6より  →　　　　9.63MJ/kWhが正しい！！！(閑田記3月22日）

										34873×9.63＝125542.8MJ		335,827

										よって、エネルギー原単位は

										（4605432.6＋125542.8）/1939＝2440MJ/ｔ		2,548



■BFSの原単位
文献1のpp.121
CO2原単位：40.4kg-CO2/t
エネルギー消費は105kWh/tなので，MJ換算への係数9.63MJ/kWh(文献2)を乗じて，1011MJ/FA-t




■FAの原単位
文献1のpp.125
CO2原単位：6kg/t
エネルギー原単位：
分級機のエネルギー消費が15kWh/tなので，MJ換算への係数9.63MJ/kWhを乗じて，144MJ/FA-t


文献１　コンクリート工学協会：コンクリートセクターにおける地球温暖化物質・廃棄物の最小化に関する研究委員会報告書，2010
文献2  経済産業省資源エネルギー庁：2005年度以降適用する標準発熱量の検討結果と改定値について，2007



FA

						2007		2008		2009		2010		2011		2012

		石炭使用量 セキタン シヨウリョウ		電気事業者 デンキ ジギョウシャ		79,813		76,729		76,800		82,960		76,100		89,200

		（千t) セン		一般産業 イッパン サンギョウ		25,290		25,159		25,159		25,159		25,159		25,159

				合計 ゴウケイ		105,103		101,888		101,959		108,119		101,259		114,359

		石炭灰発生量 セキタン ハイ ハッセイ リョウ		電気事業者 デンキ ジギョウシャ		8,802		8,934		8,096		8,950		-		-

		（千t) セン		一般産業 イッパン サンギョウ		3,192		3,351		2,856		2,953		-		-

				合計 ゴウケイ		11,994		12,285		10,952		11,903		11,148		12,590

		有効利用率(%) ユウコウ リヨウ リツ				98		98		97		97		-		-

		埋立処分量（千t) ウメタテ ショブン リョウ				240		283		284		380		-		-

																						2007		2008		2009		2010		*2011		*2012

																 		石炭使用量 セキタン シヨウリョウ		電気事業者 デンキ ジギョウシャ		79,813		76,729		76,800		82,960		76,100		89,200

		参照：(財)石炭エネルギーセンター　石炭灰全国実態調査報告書(2010度実績)2012年2月 サンショウ																（千t) セン		一般産業 イッパン サンギョウ		25,290		25,159		25,159		25,159		25,159		25,159

		佐川篤男：東日本震災後の電力用石炭需給，日本エネルギー経済研究所，2012 サガワ アツオ ヒガシ ニホン シンサイゴ デンリョクヨウ セキタン ジュキュウ																		合計 ゴウケイ		105,103		101,888		101,959		108,119		101,259		114,359

																		石炭灰発生量 セキタン ハイ ハッセイ リョウ		電気事業者 デンキ ジギョウシャ		8,802		8,934		8,096		8,950		-		-

																		（千t) セン		一般産業 イッパン サンギョウ		3,192		3,351		2,856		2,953		-		-

																				合計 ゴウケイ		11,994		12,285		10,952		11,903		11,148		12,590

																		有効利用率(%) ユウコウ リヨウ リツ				98		98		97		97		-		-

																		埋立処分量（千t) ウメタテ ショブン リョウ				240		283		284		380		-		-

																		*文献[9]による予測値 ブンケン ヨソクチ

																				2007		11994				239.88				98

																				2008		12285				283				97.7

																				2009		10952				284				97.4

																				2010		11903				380				97

																				2011		11147.7712242992				-				-

																				2012		12589.9719475763				-				-
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